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作業測定に.to~ける VTR分析の応用

第 3報

工藤 市兵 衛 鈴 木 達 夫

The Application of VTR Analysis in Work Measurement. 

Part. 3 

Ichibei KUDO. Tatsuo SUZUKI. 

This artic1e describes a delay study from the application， which plays main part in the 

operation activity. 

1.緒言

現在の人聞が得る情報量の94~ぢは視聴覚方面から得る
(1) 

と言われる.それだけに企業においても従業員の企業教

育面，生産管理，技術面，営業面等の能力開発による企

業目的達成に産業視聴覚の活用が大きな効果を持つこと

が再認識され，最近，産業視聴覚メディアが脚光をあび

ていることは周知のとおりである.しかし，アメリカに

比べても産業視聴覚の応用面では大きな格差があり，応

用分野の拡大が急務とされている

本学経営工学教室でも産業視聴覚の一分野である VT

Rを生産管理面，技術面等に応用するための研究を続け

ているが今回は VTRを応用して，プレス工程の現場の

生産の効率化への諸問題を多面的に解明し，特lζ作業者

・設備・材料の三要素の関係を時間的， 定量的に究明

し，又，作業者の 1年間(春・夏・秋・冬)を通じての

作業行動と作業者意識について，調査研究することにし

た.したがって，本研究では，その第 1段階としてプレ

ス工程の稼動分析を月~土曜日までの 1週間予備調査を

行ったので作業測定の VTR分析の応用例として， ζ 乙

K第 3報として報告するものである.

2. VTRの稼動分析の応用

従来の稼動分析は大体2種類の手法があり， 1つは連

続観測 (Continuousreading)で， 特定の人や機械に

数日間，っきっきりで作業中の行動と時間を記録して行

く方法であり，今1つは瞬間観測法 (Snapreading)で

信頼度95%以上の精度を目標に算式から得た観測回数を

あらかじめ決定した時刻に人や機械を瞬間的に見て記録

して行く方法である.

このような観測の最大の欠点は非常に時間と労力を必

要とし，又，後lとなって，人や機械の再現ができたfいζ

とである.したがって乙れからの作業測定では時間測定

手段の機械化，自動化と標準時間を求める際の平準化の

問題，さらにそれらのシステムの EDP化などが行なわ
(2) 

れることになるであろう.

その事は内外の作業測定機器の急速の開発状況を見て

もわかることである.

今回の調査においても，稼動分析，すなわち一日の就

業時間中における作業者の積々雑多な間接作業的な行動

の原因を探求するために観測手段を機械化，自動化し，

稼動分析を設定手頃に従い， VTR K自動的に録画さ

せ，より精度のある DATAを得ることを目的としてい

る，

3.録画配置と録画方法

本調査工場は図 1，図 2~乙示すような製造工程図によ

り，形成されているが本研究で取り上げた工程はその中

写真 1 プレス部門
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(20m)を使用することにより， A， B2台のカメラか

ら映像信号をカメラ・リモートコントロールlζて，工具

室にて録画している. カメラAは高さ 3mのタワーよ

り，プレス・コンベア全体の流れを録画し，カメラ Bは

2階のキューピクルの前より，カメラAの死界l乙入るプ

レス作業員3人を個人別に録画する.

第3報作業測定における VTR分析の応用

の写真1で示すような，プレスの部門である.

調査に使用した測定装置は SONY Video Tape 
※ 

Recorder PV -120 U型工業用装置一式である.

図31乙示すような VTRシステムにおいて図 41と示す

通札録画配置を行なった.

1隔の工具室に VTR録画装置を設置し，延長コード

VTRモニター

VTRシ ス テ ム
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図 3

建ゑJ 

VTR録画配置

-鈴木「作業測定に於ける VTR分析の応用」第

1報を参照されたい.

図4

PV-120U型工業用 VTRの特性及び使用した測

定装置は，愛工大研究報告， 1968年， 4号，工藤

※ 
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4.分析結果と考察
雑用・用達 M1 

稼動分析ににおいて，プレス部門の22人の作業員の一

日の就業時間中の行動の発生現象を VTRのテレビモニ

用

達

水 の み M2 

分類|

補

助

作

業

⑧ 

作

業

中

断

@ 

床 掃 除 M. 

表 1 動作分類 ⑩ 
無 作

動 作

段 取 り

検 査

図さし図どり

機械点検

運 搬

他機段取り

職長との打合せ

修 理 中

切り粉取除き

道具片付け

作業中考え込む

スイッチ ON

工具持ち

持ちば入れ替え

材料待ち

機械停止

談 話

流 れ 待ち

[ 記号 |備 考|

K1 

K2 

Ks 

K. 

K. 

K. 

K7 

K. 

K， 

K .. 

K12 

K1S 

K14 

L1 

L2 

L7 

L， 

Lll 

300 

250 

200 

業 乱15

そ 不 在 N1 

の

⑮ 
他 欠勤・早退 N2 

ターから，月~土曜日までを VTR分析するわけである

が作業員の行動分類は表 1に示すように分類した.

表 1の動作分類から，分析した DATAが表2であ

る.なお表2は土曜日の分析 DATAの一部分であるが

月~土曜日までの集計 DATAが，表 3，表4である.

乙の表から，総合して以下，考察を進めることにする.

① 月~土曜日までの作業別から見た集計， DATAか

ら言えることは補助作業全体を， 100とした場合，

段取りが31:)9弘次が運搬の 22.29弘他機段取りが

15.79弘機械点検が11.79弘スイッチ ONが59弘

検査が4.69ぢ，修理中の3.6%，切り粉取除き 2.096，

職長との打合せ 1.8必，図面さし図取り 1.39弘 工 具

持ち1.39彰，作業中考え込む 0.6%，道具かたずけ0.2

9ぢとなる. この結果から見ても段取の比重が%近

く，占め，運搬と合わせると 52.29ちと補助作業の中

で占めるわけである.

② 図5の時間帯別補助作業を見ても， 8: 00 ~ 10 : 56 

頃まで平行線であるが， 11: 55~ 11 : 56頃から上昇

し， 12: 40~ 13 : 36頃多少減少するが， 15: 00~15 

: 56頃急上昇している.

① 作業の中断等の集s汁DATAから，汚えることは持

|司 150
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一一争 時間帯

国5 時間帯別稼動分析
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表 2 土曜日の分析 DATA 昭和44年9月13日
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が 19.2~弘水のみが 2.2%，床掃除が 5.6%，無作業

が73.0%の結果を得Tこ この中で無作業が全体の 7

割近くを占めているのが注目される，

① 時間帯別の用達のグラフの推移は始業時の 8:OO~ 

11 : 66にかけて下降線ごと辿り，午後の作業から上昇

している.

⑦ 補助作業，作業中断，用達，その他を 100とした場

合，補助作業が 25~弘作業中断が 32%，用達が 12

F弘その他31%という分析結果を得た

5.結 日

作業測定の VTR分析の応用例として，プレス部門の

稼動分析の事例について述べたが 1年間を通じての調査

研究のため，考察が簡明iこ終ったことについて，不卜分



作業測定における VTR分析の応用 第 3報

であることは認めなければならない.今後の調査研究に

よって，より詳細な DATAにより，報告するつもりで

ある.
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